
 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 14号 

 1 月 15 日 

 

令和 5年度 

川合小学校 

校長室だより 

校訓：強い子 明るい子 考える子 

～子供たちの未来と笑顔のために～ 

川合の子 

令和６年がスタートしました。今年もよろしくお願いします。 

「辰年」です。「辰」は十二支の中で唯一「実在しない空想の生き物」です。だからこそ、既存

にとらわれない夢やロマンを感じる飛躍の年になるといいなあ、、、そう思っていました。 

しかし、年があけると悲しい出来事が続けて起こり、子供達の心身の影響を心配しました。 

９日、久しぶりの登校。朝、地域で出会った子供達の多くが、明るくさわやかなあいさつをし

てくれました。「冬休みが充実していたのだな」「３学期、そして今年、伸びようとしているのだ

な」と感じ、嬉しく思いました。 

３学期は、６年生は４７日、１年生から５年生は５１日の登校日です。子供達ひとりひとりの

確かな成長をめざしがんばって参りますので、保護者の皆様、地域の皆様、ご協力とご支援をど

うぞよろしくお願いいたします。 

始業式に２つの話をしました。以下、要点です。 

一つ目は「成長」についてです。「３つの成長」が大切です。1つ目は「心の成長」。 心を豊かに、強く

していきましょう。次は「体の成長」。規則正しい生活を送り、寒さや病気、弱い心に負けないでください。

最後に「頭の成長」。何かを覚えるだけでなく、物事の意味をしっかり考え続けてください。 

二つ目は「1月 1 日にあった地震」についてです。石川県には１９の市や町がありますが、そのうちみん

なと同じように今日始業式ができた学校は約半分の１０の市や町です。いつ学校を始めることができるの

か決まっていない市や町は７つもあります。今この瞬間も避難所で過ごしているみんなと同じ年の人もた

くさんいます。避難所になっている学校もたくさんあります。明るく元気に成長したくてもどうにもなら

ないこともあるのです。だからこそ短い３学期の 1日 1日を大切に過ごしていきましょう。 

 

 

1 月１２日、福寿園の竣工式があり、学校を代表して出席しました。入所の方々の生活やケアを最優先とした

設計や見事な仕様に驚きました。また、施設を地域交流に活用し地域貢献したいというコンセプトをお聞きし、

学校にも深く通じるところがあると感銘を受けました。 

この広々とした施設には大きな廊下（通り）がいくつかあり、その名称募集に高学年児童が案を出させてもら

っていました。結果、「なかよし通」と「ふれあい通」という二つの名称が採用され、この日、多数の方々の前で

表彰をしてもらったのです。高学年児童ひとりひとりに記念の図書券をいただきました。金曜日に渡しますので

大切に使ってください。 

いただいた表彰状は学校ホームページで紹介しています！ 



 

雨の中ありがとうございました。

始業式に続いて集会をしました。 

大谷選手プロジェクトです。近日中に届く予定の大谷

選手からのグローブについて、本校で最もスポーツ（特

に野球）に詳しい職員が渾身の説明。 

子供達のほとんどが大谷選手を知っており、グローブ

の到着を心待ちにしていることが分かりました。子供達

へのすばらしい PR となりました。 

 

 
１１日、ついにグローブが学校に届きました。

さっそく子供達のために密かにあたためていたプ

ロジェクトを本格的に始動しました。 

グローブとともに大谷選手の紹介やグローブに

込められた思いや願いを伝えるコーナーを設置し

ました。 

給食時間には「大谷選手からの手紙」を担当が

心を込めて全校に放送で読み上げました。 

手紙の最後は「野球しようぜ！」です。 

きっと子供達はこの手紙から、コーナーから、

大谷選手の願いである「夢」や「勇気」を感じと

り、これからの自分の成長につなげてくれること

でしょう。 

プロジェクトはまだ続きます。 

コーナーは昇降口あがってすぐの所にありま

す。保護者の皆さん、地域の皆さんもぜひ見に来

てくださいね。 

 

「第３２回全国小学生作文コンクール わたしのまちの

おまわりさん」において、全国５席に相当するすばらしい

賞を受賞し、始業式の後に表彰を行いました。大田警察署

生活安全課の藤原課長さんも来校され、記念品を贈呈し

てもらいました。また１２日（金）には市役所で大田市教

育委員会からの表彰も受けました。あかりさん、おめでと

うございます！！ 


